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はじめに

学習指導要領の改訂(1998a. 1998b. 1999)に伴

い.小・中・高等学校の体育・保健体育科の目標に

「心と体の一体感」が挙げられることとなった。こ

のことには.いじめや不登校.引きこもりなどの子

どもをとりまく社会問題.その背景にある子どもた

ちのストレスや不安感を子どもたちが自らの力で解

消し,たくましく生きていくことができるようにと

いう願いがこめられている。

身体運動を行うことの心理的効果は.リフレッ

シュや気分の改善.多幸感などの短期的効果が言わ

れている(竹中1998)。さらにこれらの蓄辞されたも

のとして.不安やストレスの解消.自己効力感の向

上などの長期的効果(Ewart 1995)が得られること

も確認されており.これらの効果を利用したスポー

ツセラピーも盛んに行われているなど.身体運動の

心理的効果は広く認められているところである。今

回の学習指導要箭改定もこれらを視野にいれてのこ

とであると言えよう。

では.子どもたちは体育授業においてどのような

感情を抱いているのであろうか。運動による感情の

変化を取り上げた研究は.健康運動心理学の分野で

の研究データは散見されるものの.体育授業の中で

この問いに答える研究は意外なことにほとんど行わ

れてはいない。つまり.体育授業において.どのよ

うな感情や情緒.気分(mood)を子どもたちが抱い

ているのか.それは毎回の授業によってどのように

変化するのか.そして長期的にはどのような子ども

の変化につながっていくのか.ということに対する
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実証的な研究なしに.理念としての「心と体の一体

感」が体育に求められているということになる。

運動実施による短期・長期的な心理的変化を取り

上げた研究は.健康運動心理学の分野では多くみら

れ(たとえば.橋本1995. Ewartl995.竹中1998.

岡村1977など).短期的には快感情の増大と不安感

の減少(橋本1995)や感情の変化(岡村1977).長

期的にはストレスの低減(Takenaka & Zaichkowsky

1995).自己効力感の増大(Ewart 1995)などの禁

化が認められている。しかし.これらの研究はいず

れも健康の保持・増進という目的をもったスポーツ

実施に際しての問題であり.体育授業に焦点をあて

たものはわずかである。

このことはこれまでの学校体育の主眼が生涯体

育・スポーツへ向けての態度の形成や技能・知識・

学び方の獲得.体力の保持・増進にあり.子どもた

ちの心の健康にあまり目を向けていなかったことの

現われでもあるといえよう。

さらに.このような意識・ねらいの問題に加えて.

児童の気分を捉える簡便な道具がなかったことも.

研究の少なさの原因であるとも吾える。

そこで本研究では.体育授業の短期的な心理的効

果として.体育授業において児童の気分が授業を通

してどのように変化するのか.という点を検討すべ

く.児童の気分を捉える質問紙のプロトタイプにつ

いて検討する。また.これにより得られたデータか

ら児童の気分の変化について検討を加える。

方　　法
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業の前後.総計6回

調査対象　T市立K小学校5年生全4クラス.

総数130人。欠席がなく.全員の回答が有効であれ

ば.一人あたり6回の回答で延べ780人分のデータ

が得られることになる。しかし.出席者から得られ

た回答のうち.欠損値のあった回答者のその回の回

答ときちんとした回答がなされていないことが明白

な回答を除いた.延べ708人分を有効回答総数とし

て採用した。

調査内容　POMS (Profileofmood state)日本語

版を参考に.回答の簡便さの観点から.各カテゴ

リーより3項目を選択し.児童にふさわしい語句に

修正した合計18項目.および体育授業への期待につ

いての4項目からなる質問紙に回答を求めた(表

1)。回答の方法は.はい-2点.どちらでもない-

1点.いいえ-0点の3件法であった。

調査手続き　上記調査期間中に行われた新潟大学

教育人間科学部学生ならびに同大学院教育研究科学

生による研究授業に際して.授業の前後に上記質問

紙を実施した。

ttfe&g

授業期間・回数

平成14年9月24. 26. 27日の各日1時限ずつ

内　　容　なわをつかった体操

なわをとぶ.振る.まわすといった基本的な動

きをバランスよく取り入れ.さらに足抜きや投げ

受けなどの難易度が少し高いものを取り入れるこ

とで楽しく挑戦できるよう配慮がなされた。ま

た.一連の動きを曲調に合わせることでリズミ

カルに動きやすい内容とした。曲は明るい曲調で

表1　質問項目の内容、度数分布、平均、棟準偏差(N-708)

気 分 につ いて
度数 分布

平 均 標準 偏 差
0 = いい え 1 = ※ 2 = はい

1 悲 しい 65 7 4 4 0 .08 0 .3 1

2 考 え が ま とま らな い 56 2 9 1 55 0 .28 0 .60

3 が っか り して や る気 が ない 608 6 6 34 0.19 0 .50

4 つ かれ て い る 32 1 5 9 328 1.0 1 0 .96

5 き げんが 悪 い 62 1 4 0 47 0.19 0 .54

6 や る気 まん まん だ 27 4 24 6 188 0.88 0 .80

7 落 ち 着か ない 58 6 59 6 3 0.26 0.6 1

8 い きい き して いる 33 3 187 188 0 .80 0.83

9 どう も忘 れ っぽ い 44 7 94 16 7 0 .6 0 0.84

10 さび しい 6 72 28 0 .0 6 0.28

11 だ るい 5 49 50 10 9 0 .3 8 0.74

12 r 物 事 が て きぱ きで き る気が す る 108 227 37 3 1.3 7 0.7 3

13 元気 が い っぱ いだ 2 18 148 34 2 1.18 0 .8 7

14 怒 って い る 6 46 34 28 0 .13 0 .4 4

15 うんざ り して い る 6 33 33 42 0 .17 0 .5 1

16 緊張 して いる 6 (氾 50 58 0 .23 0.5 9

17 す ぐか つとな る 576 64 68 0 .28 0 .6 3

18 あれ これ 心 配だ 520 77 11 1 0 .42 0 .7 5

体育授業への期待について

1 楽 しみに している 102 183 42 3 1.4 5 0 .7 3

2 うま くできそうだ 2 45 208 25 5 1.0 1 0.8 4

3 がん ばれそ うだ 93 10 1 5 14 1.5 9 0 .7 1

4 何か の役 に立ちそうだ 2 02 3 11 19 5 0 .9 9 0 .7 5

※　どちらでもない

(r)は反転項目を表す
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リズムがとりやすいことから.エルマーの冒険よ

り「旅じたく」を選曲した。

ね　ら　い

なわを使っていろいろな動きを経験することに

より.体を動かす楽しさや心地よ一さを味わうこと

ができる。 (関心・意欲;態度)

とぶ.振る,まわすなどを通して手具を体の一

部として捉え,巧みに動くことができる。 (思考・

判断)

全身を使ってリズミカルでよりよい動きを身に

つけ,体力を高めることができる。 (技能)

授業の構成

3時間のみの研究授業ということもあり.比較

的個別指導の少ない一斉授業であったO

高橋(1994)による授業場面の期間記録表によ

る授業分析を1限目のうち1クラス糾. 2限目の

うち1クラス(郎こ実施したところ, AではM (マ

ネージメント)が8.1%. I (学習指導)が22.2%,

Al (認知的学習活動)が16.4%, A2 (活動的学

習活動)が53.3%であった。

また. BではMが11.5%. Iが27.0%. Alが9.6

%, A2が52.6%であった。活動的学習の場面は

50%を超えており,十分な割合である。また.認

知的学習場面Aで16.4%. Bで9.6%であり.これ

らから教師主体の一斉授業が展開されていたこと

が伺えよう。

以上のように. 「体を動かす楽しさや心地よさ

を味わう」というねらいはあるものの.授業の内

容.ねらい,内容から考えて.児童の心理面につ

いて特別に配慮がなされた授業ではなかったとい

える。

結果と考察

1.各賞問項目への回答の概略

130人× 6回分の回答からの有効回答を708のケー

スとして.各質問項目への回答の結果を示したもの

が衷1である。

2.尺度の検肘

POMSを元に作成した.児童の気分(mood)刺

定の各下位尺度の信頼性を検討するために下位尺度

ごとの度数分布とα係数を示したものが表2であ

る。表2より,十分な信頼性が得られたのはⅤ (活

表2　各尺度の平均・標準偏差とQ係数と度数分布

※　尺度名のAHは怒り一攻撃. Vは活気　TAは緊張一不安, Cは混乱. Fは疲労. Dは抑うつを表す

(r)は反転項目を表す
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動性)尺度のみであった(α-0.74)。

各項目への回答の様子を示した表1より.多くの

項目への回答が「いいえ」 (0点)に偏っているこ

とがわかる。偏りの少ない項目は. 4. 6. 8. 12. 13

などであり.これらのほとんどがⅤ (活気)の尺度

に含まれる項目である。心理的に健康度の高い者の

POMSプロフィールはVが高く.その他が低い山

型になることが言われている(横山・荒記1994)。し

たがって.今回の結果も全体的に見れば.児童の心

理的な健康度が高いことを示していると言えよう。

尺度構成の面からはいささか困難を生じるが測定し

ようとしているもの-気分の特質から致し方ない結

果であるともいえよう。

以上のように.児童の気分測定のために作成した

質問紙は.回答の偏りについては容認することが可

能であるものの.尺度の信頼性の観点からはふさわ

しいものとは言えなかった。このため.尺度の構成

については.その下位尺度の存在も含めて今後の研

究課題とすることとして.本研究においては. 18項

目708ケースの回答を因子分析することにより.児

童の気分についての仮の尺度(プロトタイプ)を構

成した上で分析を進めることとした。

3.気分質問紙プロトタイプの構成

18項目への708ケースの回答に対して.主因子解

を求め.固有値1.0以上である5因子解についてバ

リマックス回転を施した結果が表3である。また,

当初に想定した下位尺度が6つであったため. 6因

子解も努出し同様の処理を施した(表4)0

表4と表5の比較より.ほとんどの場合に当初の

6つの下位尺度からの2項目ずつが同じグループに

含まれることになり.当初の6下位尺度との整合性

も高い6因子解を採用した。

第1因子に0.40以上の因子負荷を示した項目は.

項目3. 5. 14. 15であり.第1因子は「不機嫌」と

解釈した。 POMSとの関連で考えれば.第1因子は

確かに怒りの気分を含んでいるものの.攻撃的な

ニュアンスが感じられないことから不機嫌と解釈し

表3　気分尺度の5因子解

※　小数点省略.040以上の値を囲んだ

(r)は反転項目を表す
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表4　気分尺度の6因子解

201

※　小数点省略.040以上の値を囲んだ

(r)は反転項目を表す

表5　新たな尺度の平均・梯準備差と度数分布
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m

第2因子については.項目6. 8. 12 (反転項目),

13であり.第2因子は「活気」と解釈した0第3因

子は.項買2.9(.18)から「混乱」と解釈したO第

4因子は項目1のみが0.40以上の負荷を示したた

め. 「落ち込み」とした。第5因子は4. 11の負荷

が高く. 「疲労」と解釈した。そして第6因子は項目

16. 18から「緊張一不安」と解釈した。第2から第

6因子までは.当初POMSにならって想定した下

位尺度と同じである。

以上から.児童の気分を測定する新たな6つの下

位尺度を.それぞれの因子に負荷の高い項目の合計

点から算出した。また尺度名は因子名を用いること

とした。各下位尺度での度数分布を示したものが.

表6である。尚.項目12については.因子負荷の符

号ならびに内容の意味から反転をしない点数に戻し

て活気尺度得点に加えた。

尚. 6因子解において共通性が低く.どの因子に

対する負荷も0.4を超えなかった項目は7. 10. 17で

あり.これらは以後の分析からは除外した。

4.気分と授業への期待との関係

気分質問紙プロトタイプの各下位尺度と授業への

期待との相関を表6に示した。

授業への期待各項目間にはいずれも有意な正の相

関が認められた。

また気分の下位尺度と期待の問にも.有意な関係

が認められたo

不機嫌.混乱.落ち込みは全ての期待項目との問

で有意な負の相関を示した。また.疲労について

も. 「何かの役にたちそう」という期待以外の全ての

期待項目との問で有意な負の相関を示した。これら

の気分が期待に影響されているのか.期待が気分に

影響されているのかは不明であるが.両者の問に関

連が認められたと言えようo

緊張一不安に対しては「うまくできそうだ」とい

う期待のみと有意な負の相関を示した。緊張や不安

などのストレスに対する.結果予期と効力予期の関

連としては.効力予期の影響の大きさがしばしば述

べられている(Bandura 1977)。本研究における「う

まくできる」という表現を回答者がどちらの意味に

受け取ったかが明確でないために.これ以上論及す

ることはできないが.今後表現を精査していくこと

でこの点を明らかにすべきであると言えよう。

活気については.全ての期待項目と有意でやや憩

い正の相関が認められた。子どもたちが授業に対し

てポジティブな期待を持つことと.明るく活発な気

分とは関係が大きいと言えよう。

また.上記に示された結果は非常にわかりやす

く.納得のいくものであり.このことはまた.気分

プロトタイプの下位概念が妥当であることを示唆す

るものでもある。今後.項目をより精査し.質問紙

として完成させていくことの重要性が改めて認識さ

れたと言えよう。

5.期待と気分の変化

各クラスの1回目. 2回目. 3回目それぞれの授業

の前後での期待の変化と気分下位尺度を示したもの

が図1. 2である。尚.これ以降は全6回の回答が

不備なく揃った86名の回答について検討を加えた。

図1より期待の変化は全体的にはほぼ変わらない

が.初日の授業の前後では正の期待がやや下がるの

表6　授業への期待間、および新たな尺度との相関(N-86)
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に対して. 2日目. 3日目では授業の前後では塵かな

がら上がる傾向が見られる。普段とは違う先生の授

業に対する期待感が高まっていた初日の授業前に比

べて.授業を通してやや期待はずれといった結果と

なった感がありそうである。これに対して.後2日

の授業を通しての期待の高まりは授業の内容からの

発生したものであると考えることもできそうであ

る。

図2 aに示された気分の変化の全体像は4つの傾

向に分けられる。

まず.不搬嫌と落ち込みについてはあまり変化が

なく.低いままであった。あくまでも全体を平均し

た数値での話であるが.回答者全体としてはそもそ

もこれらの気分はあまり高くないのが一般的であ

り.このような状態では体育授業を通しても気分の

変化は小さいようである。

次に混乱と緊張一不安は最初の高さから次第に下

がっている。このことは.当初の緊張や不安は最初

の授業を経験することで大きく低減し,混乱につい

ても授業経験を重ねるにしたがって低減していくこ

とを示していると言えよう。

疲労については. 3日とも授業の前に比べて授業

後に高くなっている。このことは授業による身体的

疲労によるものが大きいと考えられる。しかし.痩
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労の原因は心理社会的な原因もあるため.疲労の原

因を見極めることも重要である。また.身体的疲労

が原因であれば心配しなくてもよいというわけでも

ないとも言える。疲労と対称的に.活気は授業の前

後で低くなっている。つまり,身体的あるいは心理

的エネルギーの充実している状態を活気溢れる状態

と考えるならば,たとえ原因が身体的なものであっ

ても.疲労が活気を奪うことは当然考えられること

だからである。このように図2aに示された活気と

疲労の関係はわれわれに重要な示唆を与えるものと

言えよう。

さらに.時系列での変化を見るための図2aを各

気分間の比較のために書き直した図2bに示されて

いるように.活気と同じぐらい疲労の得点が高く

なっている。心理的に健康な人のPOMSプロ

フィールが活気のみが高い山型であるとされている

(1900)ことを考えると.授業の前後の変化のみな

らず.子どもたちにおける疲労感の恒常的な高さも

気になるところである。本研究における子どもたち

の疲労感の結果が事実であれば.単に体育授業のみ

ならず.学校・学級全体を通して子どもたちの生活

全体を変えなければ.事は解決しないと言えよう。

今後の追跡調査の必要を痛感させられるところであ

るC
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ま　と　め

本研究は体育授業を通しての児童の気分の変化を

検討した。

1.まず.児童の気分の状態を測定するための質

問紙のプロトタイプを作成した。質問紙は当初想定

した下位尺度の信頼性が低かったために.改めて因

子分析により.下位概念を確定させた。

2.質問紙の下位尺度は不機嫌.活気　混乱.港

ち込み.疲労.緊張一不安であった。このうち.不

機嫌以外はPOMSならびに当初の想定と同じで

あったO　不機嫌については. POMSの怒り一攻撃に

対応するが.怒りは含んでいるものの攻撃のニュア

ンスが含まれていないことから.このように解釈し

た。

3.気分の変化については.活気と疲労がトレー

ドオフの関係にあって変化が比較的大きいこと。緊

張一不安.泡乱は授業が進むにつれて次第に低減し

ていくこと。不機嫌と落ち込みについては子どもた

ち全体においては一般的な気分ではない可能性があ

ることと体育授業での変化が小さかったことが示さ

mm

4.本研究では体育授業における児童の気分を検

討することで.新たな学習指導要領に基づいた体育

授業の目指す「心と体の一体感」,そしてそのどちら

をも育んでいこうとすることの意義・必要性が改め

て示されたとともに.その困難さもまた示された。

本研究は、平成12-14年度文部科学省科学研究費

「心と体の統合をめざした体育プログラムと実践的

な評価方法の開発(研究代表者:滝滞かほる)」の

研究成果の一部である。
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